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着任のご挨拶	 
　　　　　　　特任助教　飯野孝浩	 !
7月1日より，特任
助教として科学博
物館に着任いたし
ました，飯野孝浩
と申します．	 
　大学院博士課程
までは名古屋大学
の太陽地球環境研
究所という附置研
究所におりました．
専門の研究は「電波天文学」と呼ばれる
分野です．宇宙の天体が発する波長の短
い電波を観測し，天体がどのようなガス
をまとっているか，その起源は何か，そ
して天体がどのような進化をしてきたか
を調べています．専門の研究と併せて，
大学の研究を市民に伝える活動にも取り
組んでいました．	 
　東京農工大学は140年の歴史を誇る研
究大学であり，最先端の研究が実に多様
に展開されてきました．その苦闘の歴史，
イノベーションの系譜を，大学のステー
クホルダーである市民にいかに伝えてい
くか，これは本学のみならず全国の大学
に課せられた課題ではないでしょうか．	 
　大学博物館はその先頭に立って，市民
と大学・先端科学との橋渡しをしていか
なければなりません．この大きな課題に
向け，微力ながら粉骨砕身して参ります
ので，どうぞよろしくお願いいたしま
す．	 !!
企画展「川島浩の写真に見る
山の恵みと人々の暮らし」開
催報告	 !
会期：平成26年5月27日～7月26日	 
	 本学卒業生の写真家，故・川島浩氏の
写真展が7月26日をもちまして無事終了
いたしました．期間中，3,473名の来館
者がありました．	 
　川島氏の写真をもとに地域生態システ
ム学科の各先生方に林業や，里山の営み
にまつわるキャプションを書いていただ
き，日本の里山文化を知る上でも貴重な
展示となりました．特に松本武先生から
お借りした山道具などは，多様な種類が
あり，用途に応じて使い分ける工夫や知
恵が感じられます．また，講演会も学生
や，外部の林業関係の方のご参加もあり，

活発なディスカッションが行われました．
林業技術におきましても本学は長い研究
の歴史を持っています．本企画展の写真
を通してその一端に触れていただく機会
となりました．	 
○実施期間中のイベント	 
講演会「木の文化を支える林業技術」	 
6月21日　当日参加者22名	 
○学内見学	 
6月19日本学農学部基礎ゼミ　9名	 
6月24日本学農学部地域生態システム学
科3年生　10名	 
　	 	 　(科学博物館学芸員　齊藤有里加)!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
ミニ企画展「分館コレクショ
ン：畜力農機具展」開催報告	 
会期：平成26年3月29日～6月28日	 
　 3月末から実施していた畜力農機具展
が6月28日をもって無事終了いたしまし
た．およそ3か月の展示となり，5,000名
と多くの方にご覧いただく機会となりま
した．期間中，学内で教職員同窓会が催
され，農学部OBの教員の方々にも見てい
ただく機会となりました．当資料の収集
に携わり，畜力農機具資料室の建設に尽
力された下田博之先生もご見学くださり，

各資料についての当時の話についてもお
話しいただく機会となりました．	 
　現在，畜力農機具資料室は耐震工事の
ため，しばらく資料をご覧いただく機会
はありませんが，産業考古学会の産業遺
産300選に登録されている当資料を今後
も大切にしていきたいと思います．	 
　	 	 	 	 (科学博物館学芸員　齊藤有里加)	 !!!!!!!!!!!!!!
博物館支援三団体の活動報告	 
１）繊維技術研究会	 
　私たち繊維技術研究会は，展示してい
る繊維機械を実際に動かして，見学者に
説明しています（動態展示）．また，繊
維関係のテーマを中心に月に一回，講演
会を開催しています．	 
　最近の活動では，5月19日（月）に有
名なタオルメーカー「ホットマン株式会
社」（青梅市）を見学しました．科学博
物館スタッフ2名を含め，21名の大勢で
訪れたにもかかわらず，糸入庫からタオ
ル製品となって出荷されるまでの全工程
を丁寧な説明付き案内をしていただきま
した． 
　久しぶりに織布現場を見た会員も，初
めて織布工場を見た会員も，それぞれに
納得しての見学で，今後の科学博物館支
援活動に何かと参考になったことと思い
ます．　　　　　　（会長　壁矢久良） !
!
!
!
!
!!
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２）科学博物館友の会	 
　科学博物館友の会は，繊維に関する工
芸技術を学び，博物館の活動を支援して
います．今年も絹，手紡ぎ，藍染，型絵
染，織物，レース，組ひも，ひも結び，
つるかご，わら工芸の10団体がサークル
活動を行っています．活動には農工大の
農場で刈った羊の毛，演習林で採取した
つる，まゆやわらなど学内の素材を使わ
せていただいています．田植えや毛刈り
は普段の生活ではできない貴重な機会と
なっています．館内に展示されている様々
な高機や糸車なども使わせていただき，
博物館ならではの活動をしています．	 
　8月19,20日の子ども体験教室では，各
サークルが夏休みの宿題にぴったりのワー
クショップを用意してお待ちしています．!!!!!!!!!!!
３）博物館学生支援団体musset	 
　上半期の大きなイベントは何と言って
も新歓でした．現2年生のメンバーは初
めての新歓に戸惑いつつ，1人でも多く
の新入生にmussetに興味を持ってもらえ
るように頑張りました．その結果，新し
く12名の個性的なメンバーが加わりまし
た．特に農学部生4名，院生3名の入会
が，mussetに昨年度とは違った新しい風
が吹いているのを感じさせています．こ
うして広がったメンバーの輪をどう生か
していくか，それが今年度の課題の１つ
です．	 
　さて，7月からは班ごとに新年度生へ
のガイド研修を行っています．私は農学
部生のガイド研修を担当していますが，
皆意欲にあふれていて，とても初めて研
修を受けているとは思えないほど，呑み
込みが早く驚いています．上級生として
新年度生に期待する反面，いつ追い越さ
れるのかひやひやしているところです．	 
8月には班対抗でガイド合戦を行う予定
ですので，新年度生の成長を見られるの
が今から楽しみです．	 
　　　　　　　　　（会長　下村優輔）	 !!!!!!!!!!!

博物館受付窓口を改修	 !
　科学博物館が耐震改修によりリニュー
アルされてから1年と10ヶ月が経ちまし
た．以前の博物館に比べて見違える博物
館になったと，多くの来館者からお褒め
の言葉をいただいています．	 
　しかしながら実際に改修後の施設を使
用していると，設計の段階では想定でき
なかった不都合が生じることがあります.
その不都合によって，博物館の来館者へ
のサービスの低下が懸念される場合には，
速やかに改善した方が良いでしょう．	 
　そのひとつが，ホールエントランスに
ある受付窓口です．本来の受付の幅は
120センチほどで，3分割されていますが，
3分の2は，はめ殺しのガラスと板張りで
あるため，実際に来館者との会話は40セ
ンチほどの狭い隙間を通して受付業務が
されていました．	 
　そこで，受付窓口の幅を拡張するた
め，東京農工大学教育研究振興財団のご
支援により，改修工事を行い，写真のよ
うにこれまでの2倍の広さの受付窓口に
なりました．これによって，来館者が来
られたことも事務室からすぐに分かり，
また，複数名の来館者への対応もスムー
ズにできて，サービス向上に役立つもの
と期待しています．	 
　また，受付には，今年度，新たに導入
したAED（自動体外式除細動器）を設置
していますので，緊急事態に対応できる
ものと思います．	 
　　　　(科学博物館事務　鎌田　忍)	 !!!!!!!!!!!!!!
博物館日誌	 !
　平成26年6月，7月の入館者数は，それ
ぞれ1,679名，1,235名になり合計2,914
名でした．	 
　ところで，先週，テレビで『大人の折
り紙講座』が放映され，綺麗な和紙で携
帯ティシュを包む折り紙番組でした．ど
うやら「折り紙」が静かなブームになっ
ているようです．	 
　当博物館でも，繊維技術研究会が，来
館されたお子様に折り紙を差し上げたら
どうだろうか？ということで，鶴などの
折り紙を博物館窓口に置いていかれます．
差し上げた時の小さいお子様の喜びや感
嘆の声が，こちらの喜びとなる中，二，

三歳と見られる女の子に「鶴」をあげた
ところ，意味が解らず，たちまち握りつ
ぶしてしまい，こちらの方が「うあ～」
と驚きの声をあげてしまいました．	 
　前々回の子供科学教室の受付をしてい
る時，小さな女の子がニコニコしながら
窓口へ手を差し出しているので，よく見
ると，その小さな手のひらに「鶴」の折
り紙が乗っていました．「あれ？」と怪
訝な顔をしていると，隣にいたお父さん
から，「貴方から貰った物ですよ．」と
言われました．女の子の手のひらの「鶴」
は，差し上げた時の綺麗なままで，大事
にずっと持っていたことがうかがえまし
た．来館者の喜びは，こちらの喜びでも
あり感謝感激です．その親子に，別の種
類の鶴，亀，蟹の折紙を差し上げたとこ
ろ，たいへん喜んで頂けました．博物館
来館者のリピーター作りに貢献出来たの
ではと思っています．	 
　さて，科学博物館では8月19日(火)，
20日(水)に子ども体験教室が開催され，
博物館友の会のさまざまなサークルがい
ろいろな教室を開設します．また，繊維
技術研究会でも折り紙教室（19日のみ）
を開く予定です．どうぞ，お越し下さ
い．　　　　　　	 
　　　　(科学博物館事務　北川和幸)	 !!!!!!!!!! !!!
《博物館活動カレンダー》	 
★平成26年度第2回企画展	 

　「	 東京農工大学福島農業復興支援バイ
オ肥料プロジェクト」	 

　　8月5日〜9月27日	 

★東京農工大学創基140周年記念特別展	 

　　9月16日〜10月25日	 

★子供科学教室	 

　8月2日(土)：昆虫の体の仕組みを調べて	 

　みよう	 

　9月13日(土)：親子でチャレンジ！手作	 

　りロボットレース	 

★夏休み子ども体験教室	 

　8月19日(火)〜20日（水）	 

★繊維技術研究会講演会	 

　10月21日10時〜12時　福多健二氏	 

　「横観繊維技術」	 	 
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